
　金属本部は、再生プラスチックの利用
促進に向けた自動車の樹脂リサイクル実
証事業を2017年に受託し、2018年８
月より回収規模を拡大した２年目の実証
事業を開始しました。

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期

278

2018年
3月期

152

2019年
3月期

171

340
（予想）

+12.6％

金属本部

当期利益
（親会社所有者帰属）

171億円

　グローバル部品・ロジスティクス本
部は、株式会社JALUXと共に、ラオス
人民民主共和国のワッタイ国際空港に
おける国際線ターミナル運営事業につ
き、ラオス国公共事業・運輸省との間
で、10年間の契約延伸を2018年８月
に基本合意しました。

228

2018年
3月期

107

220
（予想）

2019年
3月期

130

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期

+21.8％

　自動車本部は、中古四輪車・二輪車
マーケットプレイス事業の海外展開推
進を目的に、2018年４月にインド最
大の自動車マーケットプレイス運営会
社 Droom Technology Pvt. Ltd. に
よる第三者割当増資を引き受け、同社
へ出資し、協業を推進しています。

183

2018年
3月期

2019年
3月期

106

200
（予想）

89

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期

+18.7％

自動車本部

グローバル部品・
ロジスティクス本部

当期利益
（親会社所有者帰属）

130億円

当期利益
（親会社所有者帰属）

106億円

9

各事業の概況（連結）（2018年４月１日から2018年９月30日まで）



　機械・エネルギー・プラントプロ
ジェクト本部では、当社が出資するセ
ントラルLNGシッピング株式会社が、
液化天然ガス（LNG）を船舶に供給す
るためのLNG燃料供給船１隻の造船契
約を2018年７月に川崎重工業株式会
社と締結しました。

320

2018年
3月期

156

2019年
3月期

240
（予想）

120

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期

△23.0％

機械・エネルギー・
プラントプロジェクト本部

　食料・生活産業本部では、株式会社
豊通オールライフが保険外リハビリ施設

「AViC THE PHYSIO STUDIO」を2018
年２月に開設、３月には訪問医療マッサー
ジ治療院「AViC オールライフ治療院」
を開設し、保険外リハビリ事業及び訪問
医療マッサージ事業を推進しています。

2019年
3月期

26

2018年
3月期

12

60
（予想）

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期

23

　化学品・エレクトロニクス本部は、有
機ELディスプレイにおける幅広い分野
での用途開発と販売拡大を目的に、株式
会社JOLEDが実施する第三者割当増資
の一部を引き受け、2018年６月に同社
へ出資しました。

290

2018年
3月期

2019年
3月期

111

230
（予想）

197

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期

△43.7％

+121.2％

化学品・
エレクトロニクス本部

食料・生活産業本部

※国際会計基準（IFRS）での当期利益（親会社所有者帰属）を記載しております。

当期利益
（親会社所有者帰属）

120億円

当期利益
（親会社所有者帰属）

111億円

当期利益
（親会社所有者帰属）

26億円
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3日 次世代オートモーティブ社会における車載ソフトウエア領域のサービス開発を目的として、キャッツ(株)へ資本参加

4日 鶏卵業界最大手のイセ食品(株)に出資　～国内外で安全・安心なたまごの供給体制構築を加速～

20日 センチメートル級の衛星測位サービス事業化を目指すグローバル測位サービス(株)に出資
～「高精度衛星測位ビジネス」市場開拓で協業へ～

2日 訪問医療マッサージ「AViC オールライフ治療院」を開設
～在宅高齢者の自立支援に向けたサービス提供で、国の医療費抑制にも寄与～

11日 イラク共和国向け港湾作業船２隻の建造契約を受注
～在スリランカ日系造船所での建造で日本品質の船舶供給～

17日 インド最大の自動車*マーケットプレイスを展開するDroom Technology Pvt. Ltd.に出資
～新興国における中古四輪車・二輪車マーケットプレイス事業の共同展開を目指す～

30日 電動車の蓄電池を活用した仮想発電所（VPP）V2Gアグリゲーター事業への参画
～国内初の電動車蓄電池から電力系統への充放電実証事業実施へ～

1日 アフリカ市場におけるトヨタ自動車(株)の営業業務を全面的に当社へ移管する検討に合意

20日 モデルベース開発技術を有する東海ソフト(株)に出資　～ソフトウエア開発技術の強化～

23日 世界初の印刷方式を用いた有機ELディスプレイ量産化を目指す(株)JOLEDに出資
～「有機ELディスプレイ」市場開拓で協業へ～

6日 インド及びカンボジアにおける工業団地の販売代理契約を締結　～ものづくり企業の南・東南アジア進出支援を強化～

7日 米ドル建無担保普通社債発行に関するお知らせ

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

4 月

　アフリカ本部は、トヨタ自動車株式
会社との間で、アフリカ市場における
営業関連業務に関し、2019年１月を目
処に当社に全面的に移管する方向で検
討を進める覚書を2018年６月１日付
で締結し、業務移管に向けたアクション
プランを両社で検討しています。

●当期利益（親会社所有者帰属）
（単位：億円） 通期上半期 通期上半期

△32
2018年
3月期

2019年
3月期

●●

110
（予想）

29
64+117.1％

アフリカ本部

当期利益
（親会社所有者帰属）

64億円

事業トピックス（2018年４月１日から2018年９月30日まで）

P13

P12

*新車・中古車

11

各事業の概況（連結）（2018年４月１日から2018年９月30日まで）


